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ペ
リ
ー
来
航
時
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
側
の
記
録
で
あ
る
「
ペ
リ
ー
日
本

遠
征
記
」
に
は
、
ペ
リ
ー
た
ち
か
ら

み
た
当
時
の
日
本
の
様
子
が
当
然
な

が
ら
外
国
か
ら
の
視
点
で
客
観
的
に

描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
描
写
は

日
本
に
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
視
点
で
日
本
人
の

様
子
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
特
に

対
応
に
当
た
っ
た
香
山
栄
左
衛
門
・

中
島
三
郎
助
を
は
じ
め
と
す
る
浦
賀

奉
行
所
の
与
力
や
同
心
た
ち
の
知

識
・
教
養
の
豊
か
さ
や
好
奇
心
の
強

さ
に
関
す
る
描
写
に
目
を
ひ
か
れ
る
。 

嘉
永
六
年
六
月
九
日
（
一
八
五
三

年
七
月
一
四
日
）
の
大
統
領
親
書
受

け
取
り
が
行
わ
れ
た
二
日
前
、
事
前

折
衝
後
の
饗
応
の
席
で
の
様
子
で
あ

る
。「
彼
ら
の
知
識
や
一
般
的
な
情
報

も
、
優
雅
で
愛
想
の
良
い
マ
ナ
ー
に

劣
ら
ず
優
れ
て
い
た
。
身
だ
し
な
み

だ
け
で
な
く
、
教
養
も
な
か
な
か
の

も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
中
国
語
、

日
本
語
に
堪
能
で
、
科
学
の
一
般
原

理
や
世
界
地
理
の
諸
事
実
に
も
無
知

で
な
か
っ
た
。」（「
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠

征
記 

上
巻
」
万
来
舎
） 

こ
こ
で
「
堪
能
で
あ
っ
た
」
と
い

う
の
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
堀
達
之
助
や

立
石
得
十
郎
の
こ
と
か
と
も
思
え
る

が
、
応
接
に
あ
た
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
だ
け
で
な
く
香
山
や
中
島
も
オ
ラ

ン
ダ
語
が
「
堪
能
で
あ
っ
た
」
と
も

と
れ
る
。
香
山
ら
も
オ
ラ
ン
ダ
語
を

よ
く
理
解
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は

多
少
は
話
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
は
信
憑
性

が
あ
る
。
と
い
う
の
も
実
は
浦
賀
奉

行
所
の
与
力
だ
っ
た
者
が
オ
ラ
ン
ダ

語
を
話
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

河
元
由
美
子
氏
が
『
洋
学
史
研
究
』

第
二
三
号
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
嘉

永
七
年
正
月
（
一
八
五
四
年
二
月
）、

再
び
来
航
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
の
マ
セ

ド
ニ
ア
ン
号
に
乗
り
込
ん
で
い
た
士

官
ス
プ
ロ
ス
ト
ン
（J

o
h

n
 G

le
n

d
y
 

S
p

ro
sto

n

）
の
記
録
「A

 
P

riv
a

te 

J
ou

rn
a

l of J
oh

n
 G

len
d

y
 S

p
roston

」

に
は
役
人
の
合
原
猪
三
郎
が
オ
ラ
ン

ダ
語
を
よ
く
話
し
英
語
の
読
み
書
き

も
多
少
出
来
た
と
い
う
記
録
が
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
ペ
リ
ー
艦
隊
に
随

行
し
て
い
た
画
家
Ｗ
・
ハ
イ
ネ

（W
ilh

elm
 H

ein
e

）
も
合
原
猪
三
郎

に
つ
い
て
「
ま
だ
三
十
歳
に
達
し
て

い
な
い
が
、
非
常
に
親
切
で
極
め
て

教
養
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
。
か
な
り

流
暢
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
し
、
英
語

も
熱
心
に
勉
強
し
て
、
す
で
に
大
き

な
進
歩
を
と
げ
て
い
た
。」（「
ハ
イ
ネ

世
界
周
航
日
本
へ
の
旅
」
雄
松
堂
）

と
記
し
て
い
る
。
下
田
開
港
の
た
め

に
再
置
さ
れ
た
下
田
奉
行
所
の
役
人

で
あ
っ
た
合
原
猪
三
郎
は
、
の
ち
に

神
奈
川
奉
行
並
や
外
国
奉
行
な
ど
外

交
関
係
の
要
職
を
歴
任
し
て
最
終
的

に
は
大
目
付
に
ま
で
出
世
し
て
い
る
。

元
は
浦
賀
奉
行
所
の
与
力
で
、
兄
は

砲
術
家
で
知
ら
れ
る
与
力
合
原
操
蔵

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
合
原
猪
三
郎
に

ば
か
り
注
目
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
ペ

リ
ー
日
本
遠
征
記
」
で
「
彼
ら
」
と

記
し
て
あ
る
以
上
、
他
に
も
浦
賀
奉

行
所
の
与
力
や
同
心
の
中
で
オ
ラ
ン

ダ
語
が
で
き
る
者
が
い
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

そ
れ
で
は
浦
賀
奉
行
所
の
与
力
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語

を
習
得
し
た
の
か
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

た
ち
か
ら
学
ん
だ
と
考
え
る
の
が
一

番
自
然
だ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た

ち
は
ペ
リ
ー
が
や
っ
て
来
る
十
年
前

の
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
か

ら
三
年
交
代
で
浦
賀
に
詰
め
て
い
た

が
そ
の
三
年
で
浦
賀
奉
行
所
の
与
力

や
同
心
た
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
ほ

ど
き
を
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

な
に
よ
り
浦
賀
に
は
、
英
語
圏
か
ら

の
異
国
船
ば
か
り
が
や
っ
て
き
て
い

た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
覚
え
る
と

し
た
ら
身
近
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
話
者

で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
か
ら
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
浦
賀
奉
行
所
の
与

力
・
同
心
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
触

れ
る
の
は
通
詞
た
ち
に
よ
っ
て
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
弘
化
二
年
（
一
八

四
五
年
）
頃
よ
り
始
ま
っ
た
西
洋
流

砲
術
の
習
得
も
ま
た
そ
の
機
会
で
あ

っ
た
。
西
洋
流
砲
術
で
は
号
令
や
銃

器
類
の
用
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
用
い

ら
れ
て
い
た
た
め
、
習
得
す
る
に
あ

た
っ
て
は
単
語
レ
ベ
ル
で
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
触

れ
て
い
た
こ
と
に
は
な
る
。
異
国
船

と
の
応
接
や
西
洋
流
砲
術
の
習
得
が

任
務
と
な
っ
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て

オ
ラ
ン
ダ
語
は
職
務
上
身
近
な
言
語

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
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慧
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★
参
考
資
料 

 

・
『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記 

上
巻
』 

（
万
来
舎
） 

・
『
ハ
イ
ネ
世
界
周
航
日
本
へ
の
旅
』（
雄
松
堂
出
版
） 

・『
韮
山
代
官
江
川
氏
の
研
究
』 

仲
田
正
之
著
（
吉
川
弘
文
館
） 

・『
幕
末
期
軍
事
技
術
の
基
盤
形
成
』 

神
谷
大
介
著
（
岩
田
書
院
） 

・「
開
港
地
に
於
け
る
黒
船
艦
隊 

―

役
人
と
の
私
的
交
流
及
び
日
本
庶
民
の
黒
船
観
察
記—

」 

河
元
由
美
子
著
（
『
洋
学
史
研
究
』
第
二
三
号
） 

・「
浦
賀
同
心
の
西
洋
流
行
進
を
め
ぐ
っ
て 

―

ト
ン
ト
ト
ト
ン
の
太
鼓
に
合
わ
せ
て―

」 

（『
三
浦
半
島
の
文
化
』
第
三
二
号
） 

 
 
 

 
 
 

 

 

オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
し
た 

浦
賀
奉
行
所
の
与
力 

   

ハイネ画「ペリー久里浜上陸図」 
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浦
賀
奉
行
所
跡
は
、
」現
状
で
は
西
側
を
除

く
北
・
東
・
南
の
三
面
が
安
山
岩
切
石
の
布ぬ

の

積
み
石
垣
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
な
調

査
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
東
面
は
簡
易
な
写

真
測
量
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

東
面
石
垣
は
現
状
で
三
段
（
最
下
段
は
上

部
を
除
き
埋
没
）
確
認
で
き
ま
す
が
、
安
政

二
年
（
一
八
五
五
年
）
の
増
改
築
以
降
の
炊

出
し
所
門
前
の
石
橋
架
橋
痕
（
下
図
①
）
と

考
え
ら
れ
る
切
込
み
部
や
切
石
組
の
排
水
溝

出
口
跡
三
か
所
、
最
下
段
石
垣
の
段
差
（
下

図
②
）
、
北
端
部
の
算
木

さ

ん

ぎ

積
み
（
下
図
③
）
等

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
東
面
石
垣
の
石
材
は

両
端
部
を
除
き
一
辺
四
〇
㎝
前
後
の
方
形
で

四
周
に
江
戸
切
り
と
言
わ
れ
る
縁
取
り
が
施

さ
れ
、
表
面
の
仕
上
げ
も
北
・
南
面
の
石
垣

と
比
べ
丁
寧
で
す
。三
面
と
も
上
部
に
凝
灰

ぎ
ょ
う
か
い 

            

   

  
 岩

切
り
石
が
一
列
積
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ 

の
部
分
は
明
治
時
代
以
降
の
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

北
及
び
南
面
の
石
垣
は
、
安
政
二
年
に
敷

地
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
石
積

み
の
継
ぎ
目
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

安
政
二
年
以
降
の
姿
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
西
面
の
一
部
は
素
掘
り
で
し
た
。 

な
お
、
東
面
に
あ
る
安
政
二
年
以
降
の
石

橋
（
第
Ⅲ
期
の
石
橋
）
は
、
鉄
板
敷
き
に
覆

わ
れ
十
分
な
調
査
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
一
月
に
鉄
板
が

取
り
除
か
れ
て
大
半
が
目
視
可
能
な
状
態

（
第
３
図
）
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
石
橋
は

略
測
で
す
が
、
幅
約
二
一
㎝
、
厚
二
一
～
二

四
㎝
（
側
面
か
ら
み
る
と
上
面
が
弧
状
に
わ

す
か
に
膨
ら
む
も
下
面
は
平
坦
）・
長
一
五
一

㎝
以
上
を
測
る
石
材
を
一
五
本
前
後
並
べ
、

端
部
に
は
他
の
石
材
よ
り
僅
か
に
高
ま
り
が

あ
る
縁
石
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
石
材
は
い

ず
れ
も
安
山
岩
で
す
。
ま
た
、
現
存
石
橋
が

乗
る
石
垣
の
部
分
は
五
㎝
前
後
上
面
が
削
ら

れ
、
端
部
は
斜
め
で
石
橋
縁
石
と
密
着
す
る

形
状
に
な
っ
て
お
り
、
石
橋
下
面
東
側
の
石

積
み
は
石
橋
架
橋
の
た
め
内
側
に
突
出
し
て

い
ま
す
。 

浦
賀
奉
行
所
跡
を
見
学
さ
れ
る
際
は
石

積
の
様
相
の
違
い
や
付
帯
施
設
の
痕
跡
な

ど
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
中
三
川 

昇
） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

   

      

★
参
考
資
料 

・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 
浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

ペリー来航と鳳凰丸 
―目指せ！浦賀海防の西洋化― 

1 / 2 7 (土 )～ 2 / 4 (日 )  

10：00－17：00 

浦賀コミセン分館（郷土資料館） 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
四
） 

 

安
政
二
年
以
降
の
浦
賀
奉
行
所
の
石
垣
と
石
橋 

ペリー来航を契機に、ここ浦
賀の地で日本初の大型洋式軍
艦が建造されました。 
海防の一拠点としての浦賀と

それに関わった人々についての
展示をおこないます。 

浦賀コミセン分館特別展 

北 南 

東 

安政４年以降の浦賀奉行所 

  
 

     
 

浦
賀
船
渠
株
式
会
社
は
四
年
の
準
備

の
の
ち
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

一
月
に
操
業
を
開
始
。
浦
賀
工
場
の
初

代
所
長
に
な
っ
た
の
が
櫻
井
省
三
で
あ

る
。
浦
賀
船
渠
は
、
六
月
ま
で
に
艦
船
一

五
隻
が
入
渠
、
修
理
を
行
う
。
と
同
時
に

シ
ャ
ラ
ン
船
（
運
搬
貨
物
船
）
竣
工
を
皮

切
り
に
、櫻
井
が
所
長
を
務
め
る
四
年
の

間
に
、
外
国
か
ら
の
受
注
で
砲
艦
を
二

隻
作
り
上
げ
、
浦
賀
は
造
船
に
本
格
的

に
踏
み
出
し
た
。 

櫻
井
は
、加
賀
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
る
。優
秀
な
藩
士
子
弟
と
し
て
選
出
さ

れ
、
七
尾
軍
艦
所
で
教
育
を
受
け
る
。
明

治
八
年
、
横
須
賀
製
鉄
所
の
付
属
学
校

「
黌
舎
」
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
同

年
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
難
関
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
の
造
船
学
校
に
進
学
す
る
。
帰
国
後
、

技
師
、
東
京
帝
大
教
授
と
し
て
近
代
日

本
造
船
の
礎
を
築
く
。 

造
船
を
学
ぶ
傍
ら
、
現
地
の
料
理
も

自
ら
学
び
、
帰
国
後
は
自
宅
で
料
理
教

室
を
開
催
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
本
を
出

版
、
明
治
・
大
正
時
代
の
日
本
に
西
洋
料

理
を
紹
介
し
た
。 

横
須
賀
製
鉄
所
が
生
ん
だ
造
船
界
の

エ
リ
ー
ト
の
一
人
、
櫻
井
省
三
は
日
本

の
家
庭
料
理
が
健
康
で
美
し
く
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
研
究
す
る
と
い
う
多
才

な
一
面
も
持
っ
て
い
た
。 

 
 

 
(

江)
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